
おおいしだ 議会だよりおおいしだ 議会だより

遠藤 宏司 議員

子どもたちの通学風景

年後の大石田町はどうなる

第

回
臨
時
会
が

月

日
に
お
こ
な
わ
れ
、
議
第

号
を
除
く

議
案
を
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。
議
第

号

小
学
校
設
置
場
所
に
関
す
る
条
例
改
正
案

に
、

大
山
二
郎
議
員
よ
り
修
正
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

反
対
多
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

亀
井
田
地
区
か
ら
大
石
田

小
へ
越
境
通
学
し
て
い
る
子

ど
も
を
亀
井
田
地
区
の
学
校

に
も
ど
す
の
か
。

横
山
小
の
父
母
か
ら
大
石

田
小
へ
通
学
を
望
む
声
が
出

た
場
合
、
亀
井
田
地
区
同
様

に
認
め
る
の
か
。

教
育
委
員
長

次
年
子
・
白

鷺
地
区
か
ら
大
石
田
小
に
通

学
し
て
い
る
が
、
亀
井
田
地

区
の
小
学
校
に
変
更
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
町
全

体
か
ら
の
視
点
で
、
子
ど
も

に
と
っ
て
最
良
の
教
育
環
境

を
考
え
て
お
り
、
父
母
の
要

望
を
優
先
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
横
山
小
に
つ
い
て

は
、
田
沢
小
に
統
合
す
る
こ

と
で
町
全
体
と
し
て
複
式
学

級
が
解
消
す
る
こ
と
に
な
り
、

高
所
に
た
っ
た
判
断
を
お
願

い
す
る
。

町
長

通
学
区
域
の
設
定
は

規
則
で
決
定
し
て
い
る
も
の

で
、
教
育
委
員
会
の
専
権
事

項
で
あ
り
、
町
長
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
何
も
な
い
。
学

校
設
置
者
と
し
て
教
育
委
員

小
玉

勇

議
員

校
案
で
す
が
、

小

学
校

校
舎
に
な
る
の
か
、

そ
れ
と
も

小
学
校
に
な
る

の
か
。
名
称
は
ど
う
す
る
。

学
校
設
立
の
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
す
る
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
利
用
除

外
区
域
は
ど
こ
。
ま
た
、

学
区
制
に
す
る
の
か
。
オ
ー

プ
ン
に
し
て
は
ど
う
か
。

利
用
区
域
は
検
討
委
員

会
で
決
定
し
て
い
く
。

学
区
は

学
区
と
し
、
そ

れ
ぞ
れ
独
立
校
と
す
る
。
学

区
オ
ー
プ
ン
は
し
な
い
。

遠
藤
宏
司

議
員

横
山
地
区
民
は
田
沢
小

と
の
統
合
に
合
意
し
て
い
な

い
。

教
育
委
員
会
よ
り
合
意

を
得
た
と
報
告
を
受
け
た
。

齋
籐
公
一

議
員

統
廃
合
の
件
に
は
地
域

的
政
治
的
問
題
が
絡
む
。
要

望
書
提
出
者
と
直
接
話
し
を

し
て
は
ど
う
か
。

廃
校
に
対
す
る
抵
抗
や

地
域
感
情
論
に
な
る
の
で
あ

え
て
し
て
こ
な
か
っ
た
が
、

座
談
会
で
は
貴
重
な
意
見
を

い
た
だ
い
た
。

大
山
二
郎

議
員

子
ど
も
た
ち
に
最
良
の

教
育
環
境
を
作
る
に
は
、
大

人
の
争
い
を
見
せ
ず
に
す
む

校
に
統
合
し
て
は
ど
う
か
。

廃
校
に
な
る

校
の
維
持
経

費
を
足
せ
ば
大
小
に

教
室

が
で
き
る
。

妥
協
案
的
考
え
を
示
さ

れ
た
こ
と
は
評
価
す
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
考
え
れ

ば
今
か
ら

校
案
は
で
き
な

い
。

議
第

号

大
石
田
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

改
正
内
容
は
、

地
区
（
田
沢
・
大
石
田
・
岩
ケ
袋
地
区
）
に
そ
れ
ぞ

れ

校
を
設
置
す
る
も
の
。

そ
の
後
、
大
山
二
郎
議
員
が
修
正
議
案
を
提
出
。

修
正
内
容
は
、

地
区
を
田
沢
地
区
を
除
く

地
区
（
大
石
田
・
岩
ケ

袋
地
区
）
と
す
る
も
の
。

審
議
の
結
果
、
賛
成

・
反
対

で
否
決
。

【
賛
成
者

遠
藤
宏
司
議
員
・
大
山
二
郎
議
員
】

修
正
議
案
の
否
決
を
受
け
、
改
め
て
議
第

号（
町
長
提
案
）の
審
議
に

入
り
ま
し
た
。
そ
の
際
次
の

名
の
議
員
に
よ
る
討
論
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。反

対
討
論（
遠
藤
宏
司
議
員
）

教
育
環
境
の
最
も
優
れ
て
い
る
横
山
小
学
校
を
校
舎
に
す
る
こ
と

が
集
会
に
参
加
さ
れ
た
方
の
総
意
で
あ
り
、
ま
た
、
今
回
の
条
例
は

民
意
を
正
確
に
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
反
対
し
ま
す
。

賛
成
討
論（
青
木
久
子
議
員
）

早
急
な
複
式
解
消
が
子
ど
も
た
ち
の
痛
切
な
願
い
で
あ
る
こ
と
を

聞
き
入
れ
、
今
回
の
条
例
に
賛
成
し
ま
す
。

審
議
の
結
果
、
賛
成

・
反
対

で
提
案
ど
お
り
可
決
。

【
反
対
者

遠
藤
宏
司
議
員
・
大
山
二
郎
議
員
】

会
の
規
則
に
基
づ
き
施
設
整

備
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と

を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

町
長

座
談
会
で
克
雪
対
策
、

少
子
化
対
策
・
若
者
定
住
対

策
・
雇
用
の
場
の
確
保
な
ど

提
言
や
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
い
た
。
財
政
的
な
整
合
を

は
か
り
な
が
ら
第

次
総
合

振
興
計
画
に
反
映
し
て
い
く
。

計
画
策
定
全
般
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
に
委
託
す
る
こ
と
な

く
、
町
の
現
状
・
課
題
を
各

担
当
部
署
で
共
通
認
識
し
て

素
案
を
作
り
、
審
議
会
に
諮

る
も
の
で
、
議
員
各
位
に
お

い
て
も
提
案
を
お
願
い
す
る
。

町
民
と
の
座
談
会
で
得
た

民
意
を
も
と
に
、
急
激
な
人

口
減
少
の
な
か
、

年
後
の

活
力
あ
る
町
の
姿
を
第

次

振
興
計
画
で
町
民
に
示
す
自

信
は
あ
る
か
。
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
任
せ
の
計
画
で
な
く
、

大
石
田
町
ら
し
い
町
づ
く
り

を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。


